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ルイスヒメコクヌストAncyrona lewisi Reitter, 1876 
日本．
本種は前種の古参シノニムの可能性がある．

ケマダラヒメコクヌストAncyrona shibatai Nakane, 
1963（図16）日本（屋久島，奄美大島，徳之
島）．
徳之島からは初記録（標本データ：1ex., 徳
之島町手々林道，17. III. 2009，一柳考志採
集）．屋久島の記録は田中（2011）による．

[the japonica species-group]
チビコクヌストAncyrona japonica Reitter, 1889（図

20） 日本（北海道，本州，四国）．

[species-group uncertain]
マルヒラタコクヌストAncyrona higonia (Lewis, 

1894) （図21）日本（本州，九州）．
タイワンマルヒラタコクヌストAncyrona marginata 

(Grouvelle, 1913) （図22）台湾，日本（石垣
島）．
Kolibáč (2013)のリストでは脱け落ちている
種．

Tribe Lophocaterini Crowson, 1964
ホソチビコクヌスト属

Genus Lophocateres Olliff, 1883
ホソチビコクヌストLophocateres pusillus Klug, 1883

（図23）日本（本州，九州），汎世界．
貯穀害虫で，外来種とされる．

正体不明種
Ostoma higonia Lewis, 1894

体長6.5mmで，Yuyamaから得られた1個体を基
に記載された．Kolibáč (2013)は不明種として
扱っている．
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【短報】八重山諸島からチビドロムシ科2種を記録
筆者らは，八重山諸島の竹富島と石垣島からそ

れぞれ未記録と考えられる 2 種のチビドロムシ科
甲虫を採集しているので報告する． 

ババチビドロムシ Babalimnichus masamii M. Satô, 
1994 （図1, 2）

39 exs., 竹富島 竹富町竹富 , 3. IV. 2018，稲畑採集・
保管．

本種は，海岸岩礁に生息する種で，本州（千葉
県，神奈川県，愛知県，三重県，和歌山県，島根

県，岡山県，広島県，山口県），伊豆諸島，佐渡
島，四国（高知県，愛媛県），九州（宮崎県，長崎
県），屋久島，琉球列島（奄美大島，徳之島，沖永
良部島，与論島，沖縄島，伊良部島，宮古島，石
垣島，与那国島）にかけて広く分布することが知
られている（浅野ほか，2012；岡田，2015；小野
ほか，2012；亀澤，2017；河上・林，2007；Satô, 
1994；中島，2005；生川ほか，2011；藤谷，2006；
藤原，2009；松田，2018；屋富祖ほか，2002；山地，
2006；Yoshitomi, 1998；吉富，2011；吉富，2014；
吉富・新井，2004；Yoshitomi & Satô, 2001；レッド
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データブックひろしま改定検討委員会，2012）．
採集場所は，竹富島の西端にある西桟橋周辺の

岩礁地帯である．採集時は干潮で，岩礁が広く出
現していた．本種は，高潮線のすぐ下部の直径
10–20 cm 前後の小さな潮溜まりに集中してみられ
た．潮溜まりに海水が残っている場合は水際部に
集中しており，海水が溜まっていないところでは
全体的に静止している姿が観察された． なお，目
撃した個体の一部を採集した．

キンケチビドロムシChibidoronus aureus M. Satô, 
1966 （図3–5）

1♀，石垣島 石垣市登野城 名蔵ダム上流，28. II. 
2014，稲畑採集・保管．

8exs., 石垣島 石垣市伊土名 吹通川，6. VI. 2014，
上手採集・保管．

本種は，原記載論文で西表島から記録されて以
降，新たな産地が知られていなかった（Satô, 1966: 
屋富祖ほか，2002）．名蔵ダム上流では，親水公園
近くの川幅 4–5 m の早瀬でヒメドロムシ類ととも
に得られた．吹通川の渓流では，ガムシ類やヒメ
ドロムシ類を採集中に得られたものであり，両地
点とも厳密には水際の陸上部で採集したものと思
われる．全形と交尾器の撮影には，それぞれ別の
個体を使用した．

末筆ながら，文献の入手に御協力いただいた岩
国市の辻雄介氏，沖縄県におけるチビドロムシ科
の記録に関して，情報収集をしていただいた青柳
克氏に厚くお礼申し上げる． 
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図1–2. ババチビドロムシ（1）と生息環境の西桟橋岩礁
（2）．

図3–5. キンケチビドロムシ（3）と雄交尾器（4），および
生息環境の吹通川（5）．



7さやばね ニューシリーズ　No.  30

SAYABANE N. S. No. 30 June 2018

リーズ , (16): 26–31．
吉富博之・新井浩二 , 2004. ババチビドロムシの与那国島から

の採集記録．甲虫ニュース，(148)：23．
Yoshitomi, H. & M. Satô, 2001. Description of the larva of 

Babalimnichus masamii M. Satô (Coleoptera: Limnichidae, 
Thaumastodinae). Coleopterist’s Bulletin, 55(4):471–474.

レッドデータブックひろしま改定検討委員会（編）, 2012. 広
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【短報】石川県におけるガロアオニアリヅカムシの
記録

ハネカクシ科ア
リ ヅ カ ム シ 亜 科
ムネトゲアリヅカ
ム シ 上 族 Batrisini
族 Batrisina 亜 族 に
属 す る Batrisodes 
(Batrisodes) galloisi  
Jeannel ,  1958 ガ
ロ ア オ ニ ア リ ヅ
カ ム シ（ 図 1）
は，Jeannel (1958)
に よ っ て 当 初，
Excavodes 亜 属 の
種として，栃木県
中禅寺湖から記載
さ れ た． そ の 後，

Nomura (2007) は，本種が後脚けい節先端に短毛束
を備え，触角第 10 節が膨らむとともに分泌器官
の開口部があることや同第 11 節基部にカギ状突起
があることから，Batrisodes 亜属（名義タイプ亜
属）の特徴と一致するとし，Excavodes 亜属から
Batrisodes 亜属に移し，現在に至っている．

また，野村（2007）は，本種の分布を北海道，
栃木県，東京都および岐阜県としているほか，
Batrisodes 亜属の特徴を電顕写真で示しており，野
村（2008）では，山梨県から高所 FIT により本種
が記録されている．

これらを踏まえて，日本産ハネカクシ総目録（柴
田ほか , 2013）において，本種の分布は北海道およ
び本州とされており，分布範囲が局地的な種であ
ることが分かる．

このたび，筆者は，石川県金沢市郊外の竹林と
隣接する雑木林（図 2）で，地表より約 1 m の高さ

に設置した FIT により本種を採集したので，以下
のとおり報告する．

なお，この採集地では，2004 年および 2014 年の
４～ 10 月にかけて，地表に設置した FIT 調査を実
施しているが，本種は採集されていない．

本報告を記すにあたり，本種の同定および常日
頃ご指導をいただいている国立科学博物館の野村
周平博士に感謝の意を表する．

2 exs., 石川県金沢市四十万町（雑木林 FIT） , 9. 
IV.–3. V. 2016, 筆者採集・保管．
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図1．ガロアオニアリヅカムシ♂

図2．石川県金沢市四十万町の調査地．


